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見学園女子大学では、11月2日（土）、11月3日（日）の両日にわたり恒例の「紫
ゆかりさい

祭」が新座キャンパスにおいて実施され
ました。天候にも恵まれ、後夜祭においては近隣にも好評の大輪の打ち上げ花火まで無事行う事ができ、学生達も花火の
迫力、美しさだけではなく、この紫祭に向けた努力と今後の自らの新たな決意に熱いものを感じていた様子がうかがわれ
ました。
　地域連携の推進と共に、学生の活躍の場を広げ、又、学修環境の一層の充実により「実践力を備えた教養人・品性ある
社会人・自律し自立した女性」を目指した、学内外での動向をご紹介いたします。

〒112-8687　東京都文京区大塚1-5-2　電話 03（3941）7420　　http://www.atomi.ac.jp/univ/
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　横山ゼミでは、パフォーマンス（演劇、ダンス等）を研究し
ます。3年次にはまず、各ジャンルの歴史や、特定の演劇作
品について発表します。夏休みには、劇場や劇団、演劇祭等
のインターンに参加します。3年生の後半には、現場で働く
人に取材をし、制作の舞台裏（文字通り！）を調査・発表しま
す。また、各人の関心に応じて具体的な研究対象を絞り込
んでいきます。4年次にはその対象について研究を深め、
最終的に卒論に結実させます。
　並行して、毎月1本は実際に観劇し、劇評を書きます。そ
の月毎に互評会を開き、お互いの劇評を読み合って良い所
や改善点を話し合います。仲間の書いた優れた劇評は刺激
になるようで、当初は小劇場演劇に戸惑っていたような学
生も、回を重ねるごとにどんどん文章が磨かれていって、私
も驚くような鋭い分析をするようになります。
　このように横山ゼミでは、舞台をたくさん観て、現場に出
かけて、しっかり勉強します。学生たちが好きな舞台の勉強
を通じて人間的にも成長できる場でありたいと思っていま
す。

　髙橋ゼミでは、企業に関する法律を学んでいます。2年生
ゼミでは、時事問題を中心に「社会で問題になっていること
の本質を捉え、その解決策を考える」ことを中心に進め、学
年末には株式会社の仕組みを学びます。3・4年生ゼミでは、
会社法と金融商品取引法を本格的に学び、判例研究等を行
っています。発表を控えた学生は、本学図書館や国立国会図
書館に通い、熱心に学んでいます。これらの理論的な研究と
同時に、インテル株式会社との多様な共同プロジェクトも行
っています。インテル社吉田社長によるグローバル人材に
ついての講演会及び学生との交流会を開催し、その運営を
ゼミで行いました。また、一昨年度は、インテル社及びマイナ
ビ社との共同プロジェクトとして、ゼミ生に最新のウルトラブ
ックを貸与して頂き、常に携帯することによる学生生活の変
化について、インテル社つくば本社にてプレゼンを行いまし
た。昨年度は、インテル社と富士通株式会社の協力の下、学
祭にて研究発表および最新のタブレット型PCの実演等を行
いました。また、インテル社社員の方による動画作成講座や
コーチング講座、様々な部署の社員の方との交流会などを
通し、学生の実践力アップに繋げています。

横山ゼミ

文学部現代文化表現学科　准教授　横山 太郎
髙橋ゼミ

マネジメント学部マネジメント学科　講師　髙橋 聖子

ゼ ミ 紹 介

　本学科の専門科目「ライティング特殊演習」を履修する3
年生が授業の課題として制作する学科報『Visions』。その
4号目が2014年1月に発刊された。今号のテーマは「演劇
界のクリエイティブな仕事」。前号と同様、現代文化表現学
科の学生たちの就職活動を意識した企画である。
　第一線で活躍するプロたちと1冊を作り上げた16名の
学生が書いた編集後記には今年も「予想以上に大変だっ
た」という嘆きと驚きが並ぶ。思ったより何倍も手間のかか
る作業、インタビュー時のこれまで体験したことのない緊
張感など、学生にとって苦労の連続だったであろう。それゆ
えこの文章には困難を乗り切
った自信や達成感ものぞく。
　このように教育効果を実感
できる『Visions』をさらに進化
させることが私自身の課題で
ある。『Visions』がキャリア教
育だけでなく、大学における人
間教育により貢献できる授業
となるように2014年4月から
再び取り組んでいく。

現代文化表現学科報『Visions』第4号刊行 GSR学生アイデア・コンテスト

文学部現代文化表現学科　教授　富川 淳子マネジメント学部生活環境マネジメント学科  教授  宮崎 正浩
　生活環境マネジメント学科の宮崎ゼミの代表3名（３・４年
生）は、9月28日に電通ホールにて開催された日本経済研究
センター主催の第4回GSR学生アイデア・コンテストに参加
しました。これは大学生が企業と共に「地球規模での社会
的責任（GSR：Global Social Responsibility）」を考える
ため、全国から選ばれた9大学のチームが、参加8企業の中
から選んだ2社のリソースを組み合わせて新しい事業プラン
を提案するものです。
　この中で宮崎ゼミは、「中国での食事と健康についての
教育」と題し、中国で急増する小児肥満の対策としてベネッ
セ（教育）と第一三共（医薬品）が協働で行う新しい教育・医
療ビジネスを提案しました。
　リーダーとして参加した清水春花さん（4年生）は「発表
当日には、満足のいくプレゼンテーションが出来ました。（中
略）最後まで頑張り抜く根
性と、チームで協力しあう
ことや、お互いへの感謝
の気持ちを忘れないこと
が何より重要だと感じまし
た。」と語っていました。
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平成25年度  各種研究助成報告
●後援会 外国出張助成

所属 氏名 職位 目的 出張先 出張期間
文学部 神山 伸弘 教授 学会 台湾 H25.9.11−9.18 （8日間）
文学部 内藤 歓修 教授 研究 イギリス H25.8.14−8.24 （11日間）
文学部 池上 貞子 教授 研究 中国 H25.9.5−9.10 （6日間）
文学部 山口 豊一 教授 学会 ポルトガル H25.7.15−7.22 （8日間）
文学部 阿部 一哉 助教 学会・研究 ドイツ H26.3.3−3.11 （9日間）

マネジメント学部 崔 勝淏 教授 研究 韓国 H25.8.7−8.25 （19日間）

●特別研究助成 単位：千円

所属 氏名 職位 研究課題 採択額
文学部 石田 信一 教授 連邦解体後の旧ユーゴ諸国における歴史認識の変化 950
文学部 岩本 憲司 教授 鄭玄の春秋学 500

文学部 奈倉 哲三 教授
『戊辰戦争期江戸出来事・情報総覧（月日表）』作成のための、膨大
な史料群（未刊原文書・貴重写本）の写真・複写、及び原史料収集

〔前年度の継続〕
1,170

文学部 池上 貞子 教授 中英閨秀小説の比較考察 ―― 階級意識と伝統を中心に 1,220

文学部 山口 豊一 教授 大学生の学校適応に関する研究
― 学校適応感尺度QOL（大学生版）の作成を中心として ― 500

マネジメント学部 塩月 亮子 教授 沖縄のエコツーリズムによる地域活性化に関する比較研究 930
マネジメント学部 丹野 忠晋 准教授 排他的取引理論と医療用医薬品業界の実態調査 730

●学術図書出版助成 単位：千円

所属 氏名 職位 出版物タイトル 助成費
マネジメント学部 内村 理奈 准教授 モードの身体史 2,000

●留学
所属 氏名 職位 留学する大学等 留学区分 留学期間

文学部 中野 敬子 教授 Department of Psychology,
University of Nevada Reno 海外短期 2013/9/2～2014/3/1

●科学研究費助成事業 単位：千円

所属 氏名 職位 研究種目 研究課題 直接経費

文学部 山口 豊一 教授 基盤研究（C）学校コミュニティでスクールカウンセラー等の心理
職を活用するためのシステムの開発 800

文学部 酒井 佳永 准教授 基盤研究（C）気分障害患者の家族を対象としたテイラーメイド
型支援プログラムの開発に関する研究 900

文学部 酒井 智宏 助教 基盤研究（C）意味排除主義に基づく固有名と単称性に関する研究 1,100
文学部 阿部 一哉 助教 若手研究（B） 日独「句例」対訳データベースの構築 1,100

マネジメント学部 笠原 清志 教授 基盤研究（B） バンクラデシュにおけるマイクロクレジットと貧困
の削減 3,700

マネジメント学部 山澤 成康 教授 基盤研究（C）東日本大震災後の地域景気動向の把握−月次の都
道府県別GDPの推計 900

マネジメント学部 丹野 忠晋 准教授 基盤研究（C）医療用医薬品流通の経済分析 1,200
マネジメント学部 内村 理奈 准教授 基盤研究（C）近世・近代フランスの服装規範にみられるジェンダー観 900

マネジメント学部 禿 あや美 准教授 若手研究（B） 小売業における職務分析・職務評価手法を用いた
データによる実現可能な均等待遇の検証 500

マネジメント学部 井口 衡 助教 若手研究（B） サプライチェーンを通じた環境負荷削減行動に関
する実証分析 1,000

マネジメント学部 山下 奨 助教 若手研究（B） キャッシュフローの配分計算としての会計上の利
益計算と企業結合会計における測定問題 640

兼任講師 鈴木 武生 兼任講師 研究成果公開
促進費

A cross-linguistic exploration into the 
semantics of Engl ish,  Japanese and 
Mandarin resultatives

1,600
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全学共通科目運営センター主催　FD講演会
◆第1回◆

日 時：平成25年12月4日（水）14：40～16：10
場 所：新座キャンパス 新座図書館視聴覚ホール
テーマ：「グローバル人材育成教育について

～立教大学のケースを踏まえて～」
報告者：白石 典義氏（立教大学副総長 経営学部国際経営学科 教授）

笠原 清志氏（本学マネジメント学部マネジメント学科 教授）

◆第2回◆
日 時：平成26年2月12日（水）13：00～14：30
場 所：新座キャンパス 新座図書館視聴覚ホール
テーマ：「ボランティアなど『社会参加型授業』の可能性について

　～慶應SFCにおける『問題発見・解決型人材』
育成プログラムを中心に～」

報告者：櫻田 周三氏（慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科 特任講師）

文学部 教育研究支援委員会主催
日 時 ： 平成25年7月24日（水）13：00～14：30
場 所 ： 新座キャンパス 2号館2282教室
テ ー マ ： 「ゼミ授業の展開について」
講 師 ： 田中 浩史氏（本学文学部コミュニケーション文化学科 教授）

伊藤 穣氏（本学文学部現代文化表現学科 准教授）
森 まり子氏（本学文学部人文学科 准教授）

大学院人文科学研究科 日本文化専攻主催　異文化交流フォーラム
◆第13回◆

日 時 ： 平成25年9月14日（土）15：00～17：00
場 所 ： 文京キャンパス 2号館M2301教室
テ ー マ ：「外からみた日本文学

−谷崎潤一郎を中心に−」
講 師 ： ミコワイ・メラノヴィッチ氏

（ワルシャワ大学 教授）
参 加 者 ： 日本文化専攻担当教員、学部担当教員、

大学院生、研究生、学部生、文京区民等
※文京アカデミー後援

◆第14回◆
日 時 ： 平成25年11月30日（土）14：00～17：00
場 所 ： 文京キャンパス 2号館M2301教室
テ ー マ ：「イスラム文化（キルギス・エジプト）と

イスラムから見た日本」
講 師 ： ウメトバェワ・カリマン氏

（キルギス・東京芸術大学大学院博士課程）
ハガク・ラナ氏

（エジプト・一橋大学大学院博士課程）
参 加 者 ： 日本文化専攻担当教員、学部担当教員、

大学院生、学部生、修了生等

マネジメント学部主催　FDワークショップ
◆第1回◆

日 時：平成25年7月3日（水）10：40～12：10
場 所：新座キャンパス 新座図書館第2閲覧室
テーマ：「シラバスについて」
報告者：塩月 亮子氏（本学マネジメント学部観光マネジメント学科 教授）

丹野 忠晋氏（本学マネジメント学部マネジメント学科 准教授）
奥田 喜道氏（本学マネジメント学部マネジメント学科 助教）

参加者：24名

◆第2回◆
日 時：平成26年2月5日（水）10：40～12：10
場 所：新座キャンパス 3号館3156教室
テーマ：「シラバスについて」
報告者：塩月 亮子氏（本学マネジメント学部観光マネジメント学科 教授）

宮崎 正浩氏（本学マネジメント学部生活環境マネジメント学科 教授）
村田 あが氏（本学マネジメント学部生活環境マネジメント学科 教授）

参加者：19名

マネジメント学部主催　キャリアデザイン講演会
日 時 ： ①平成25年10月22日（火）18：20～20：00 ②平成25年10月24日（木）18：20～20：00
場 所 ： ①新座キャンパス 花蹊メモリアルホール ②文京キャンパス 2号館ブロッサムホール
テ ー マ ： 「自分らしい素敵な生き方を送るために」
講 師 ： 川邊 彌生氏（亜細亜商務教練有限公司 総経理 BCS認定プロフェッショナルビジネスコーチ）
参 加 者 ： ①420名 ②144名

図書館主催講演会
日 時 ： 平成25年6月12日（水）13：00～14：30
場 所 ： 新座キャンパス 新座図書館視聴覚ホール
テ ー マ ： 「大学図書館の課題と可能性 − 建築の視点を中心に」
講 師 ： 植松 貞夫氏（本学文学部人文学科 教授）
参 加 者 ： 本学教職員、お茶の水女子大学教員、お茶の水女子大学附属図書館職員

平成25年度 学内講演会
開催報告
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　2013年度全学共通科目運営センター主催第一回FD講演会は、本学マネジメント学科教授の笠
原清志先生と、立教大学統括副総長で経営学部国際経営学科教授の白石典義先生をお招きし、「グ
ローバル人材育成教育について～立教大学のケースを踏まえて～」をテーマに12月4日に新座キ
ャンパス図書館視聴覚ホールで行われた。
　講演は、はじめに笠原先生より「グローバル人材育成の今日的意味」について、自身が長年大学教
育に携わってきた中で培った経験をお話いただいた。その中で、グローバル教育は各大学の建学精
神・教育理念に基づき推進すべきであり、本学においても学祖跡見花蹊先生の教えのもと、「実践的
な教養を備え、自律し、自立した女性を育成するための教育・研究」を実践していかなければならないとの提言がなされた。
　次に白石先生より文科省の推し進めるグローバル人材育成に向け、近年の高等教育における国際化や教育改革の状況
をご説明いただくと共に、立教大学における実践例をご紹介いただいた。その中で、先駆的なグローバル教育を実践する
同大学においても、大変苦慮された点があったことをご紹介いただけたことは、今後の本学の教育にも生かされる内容で
あった。質疑応答においては、財政面からみるグローバル人材育成について、また海外インターンシップを行う際の単位

認定制度についてなど、実情に関する積極的な意見交換が行われた。
　現在本学におけるグローバル教育は、他大学のそれと比較し十分行われているとは言い切れな
いと感じている。今回の講演は、本学のグローバル教育の実情・問題点を再確認するとともに、今後
本学が新しいステージに乗り出す起点となるものであった。本センター主催FD講演会では今後も
継続的に全学的な新たな取り組み、教育方法の実践例の紹介をしていく。それらが多くの先生方に
とって、より効果的な情報収集・意見交換の場になればと強く考えている。

全学共通科目運営センター長　石田 信一（文学部人文学科 教授）

1 一般向け講習会（新座キャンパス）

7/9（火） 「さわやかな自己表現のためのトレーニング」
  講師 ： 宮崎圭子
7/20（土） 「こころを癒す～紙とクレヨンを使って～」
  講師 ： 松嵜くみ子
9/21（土） 「老年期のこころの病気」　講師 ： 宮岡佳子
9/28（土） 「不登校の子どもの理解と対応」
  講師 ： 野島一彦
10/5（土） 「明日（Tomorrow is another day）」
  講師 ： 片野智治
2 不登校を考える親の会

新座キャンパス          ＝ 第1・第3金曜日 10：00～12：00
文京分室ATOMIさくらルーム ＝ 第2・第4木曜日 13：00～15：00
   担当 ： 野島一彦
3 シニアのコミュニティカフェ（文京分室ATOMIさくらルーム）

6/8（土）、6/22（土）、10/26（土）、11/16（土）、12/21（土）
5回開催。講師 ： 宮岡佳子　宮崎圭子
　お茶を飲みながら「シニア世代のこころの問題」や「対人
関係のスキルアップ」「こころのリラックス」などをテーマに
した講義を聴き、学生ボランティアと一緒に簡単なワーク
やおしゃべりを楽しむ会です。60歳以上の方対象。
4 子育てセミナー＆語り場（文京分室ATOMIさくらルーム）

10/5（土）開催。講師 ： 松嵜くみ子
　乳幼児の子育て中の保護者を対象に、「子どもの自立を
促す子育て」「アレルギーの症状を軽くする工夫」などをテ
ーマとしたミニレクチャーと自由な語り場です。

　昨年7月に行われた第13回世界遺産検定に本学学生
130名が2、3級に挑戦し、118名が見事合格しました。これ
は、本学観光マネジメント学科が文京キャンパスの3、4年
生を対象に世界遺産検定の受験を推奨し、NPO世界遺産
アカデミーの講師による特別講義を開催して全学的に取
組んだ結果です。団体優秀賞とは全国で100名以上の団体
受験で、最も高い合格率を得た団体が表彰されるものです。
　9月には本学ブロッサムホールで表彰式が行われ高い評
価を得ました。秋学期には新座キャンパスで1、2年対象の
特別講座が開催され、12月に68名が第14回世界遺産検
定に挑戦し、43名が合格を勝ち取りました。
　今年は富士山が世界文化遺産に登録され、観光業界、航空
業界などで益々世界遺産検定が注目されるようになりました
ので、今後も積極的な取り組みを推進していくつもりです。

全学共通科目運営センター主催第一回FD講演会報告

世界遺産検定団体優秀賞 受賞！平成25年度心理教育相談所関連事業

マネジメント学部観光マネジメント学科 准教授  村上 雅巳
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　本学では多くの学生に海外経験の場を提供するため、今
年度から夏期海外語学研修に加え「春期海外語学研修」の
実施を開始いたしました。初めての今年度は20名の学生
が参加しています。研修先はイギリス・スコットランドの英
国国立スターリング大学です。本研修の主な特長は、①7
週間の研修期間（H26年2月11日～同年3月31日）で集中
的に語学力のブラッシュアップを図ることができる、②多く
の現地学生とコミュニケーションをとることができるとい
う点です。長期休業（夏期や春期）を利用した語学研修の多
くは「3週間～4週間」が相場の中、「7週間」という比較的長
期間の研修はめずらしく語学力向上に期待が持てます。研
修時期が日本の年度末（3月）ということもあり本研修によ
る単位認定は行っておりませんが、長期休業を有効活用で
きる機会となっています。英国国立スターリング大学では
夏期海外語学研修も実施しており、例年多くの学生が研修
に参加しています。今年度はスターリング大学から副学長

　今年度も、保護者の方を対象とした「保護者説明会」
を8月24日（土）高崎会場、8月25日（日）新潟会場、8
月31日（土）宇都宮会場、9月1日（日）仙台会場、10月
19日（土）文京会場にて開催し、5会場あわせて約460
名の保護者の方にお越しいただきました。特に文京会
場では、ブロッサムホールが満席になるほどの盛況ぶ
りでした。本学の教育や進路支援の実施状況を学長・
副学長・学部長をはじめ学部学科、各部局の教職員よ
り説明をさせていただきました。全体説明会終了後に、

「各学科内容・履修関係」「就職・進路」「学生生活（奨学
金・クラブ活動等）」「国際交流」の各ブースで個別相談
を行いました。日頃より、保護者の方が感じられている
こと、ご質問等たくさんいただきました。教職員が個
別に説明や回答をすることで更にご理解を深めてい
ただけたことと思います。次年度も保護者説明会を開

Professor John Gardnerが来校し、相互の大学の取り組
みや今後の教育連携について話し合われました。
　また、次年度から新たな形式の海外研修プログラム実
施を予定しています。語学学習と英語実践（インターンシッ
プ）を組み合わせた夏期4週間のプログラムです。本研修
は、カナダ・ビクトリアにあるロイヤルローズ大学と連携し
て実施するもので、所定の要件通り研修を修了した場合、
本学での単位認定を行います。学部や学年に関わらず参加
することができます。前半1週間は語学トレーニングを積
み、後半3週間はインターンシップ先で英語を使って就労
体験をします。語学研修から一歩進み、英語を実社会で使
うことを経験しグローバル社会で求められるコミュニケー
ション能力や積極性を培うことが期待されます。
　このように今後も学生の海外経験の場を増やすよう各
種プログラムの拡充を進めてまいります。

催する予定です。また多くの方にお越しいただければ
と思います。
　11月23日（土）に文京キャンパスで開催された「後
援会大学幹事会」には、後援会会長、副会長、常任幹
事、大学幹事32名がご出席されました。大学からは学
長、副学長、両学部長、学務部長、全学共通科目運営セ
ンター長、図書館長、入試部長、就職部長、事務局長が
出席し、大学の現状や取り組みを紹介、報告をいたし
ました。大学幹事の方からはお子様の学生生活の様子
や進路に関することなどを中心にお一人お一人にお
話をいただき、終始和やかな雰囲気の中にも、充実し
た会となりました。当日は、オープンキャンパスも開催
され、来場者、在学生で賑わう会場の雰囲気も直に感
じていただけたのではないかと思います。

～海外研修プログラムの拡充について～

保護者説明会・後援会大学幹事会の報告
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　本学では現在、文学部、マネジメント学部に次ぐ第三の
学部として、観光コミュニティ学部の設置（2015年4月）に
向け準備を行っています。新設する観光コミュニティ学部
は、観光デザイン学科、コミュニティデザイン学科の2学科
で構成します。
　観光コミュニティ学部は、観光とコミュニティに関する新
しいデザインの学識や技能を備え、コミュニティの抱える
さまざまな課題を解決し、活性化に貢献できる人材の養成
を目的とします。
　観光デザイン学科は、観光に関する専門的な知識と実
践的な技能を備え、コミュニティの歴史、文化、景観等に依
拠した自律的観光を具体的に構想する観光デザイン能力
を有する人材の養成を目的とします。コミュニティの風土、
歴史、文化、自然環境への正しい理解と深い認識をもとに、

（1）観光客を広く誘致し接遇するのに必要なホスピタリテ
ィ能力、（2）観光施設を持続可能な経営体として実践、運営

できるマネジメント能力、（3）観光コンテンツを発掘・研磨し
て広く紹介・誘致・宣伝する発掘発信能力の3つの能力を修
得し、これらを統合して最終段階として観光分野で独自の
ビジネスモデルを着想し、起業も可能な高度な観光デザイ
ン能力を身につけます。
　コミュニティデザイン学科は、コミュニティデザインに関
する広範な問題意識と実践的な知識を備え、コミュニティ
をデザインする能力を有して地域社会の担い手となる人
材の養成を目的とします。具体的には、（1）コミュニティの
問題の所在と本質を見抜く能力、（2）コミュニティの問題
を解決に導くアイデアを創出・提言するデザイン能力、（3）
コミュニティの人と人をつなぐコミュニケーションおよびフ
ァシリテーション能力、これらを統合する形で最終段階とし
て、地域社会のさまざまな課題解決に寄与するコミュニテ
ィデザイン能力を身につけます。

　日本女子大学図書館と跡見学園女子大学図書館は、学
生証や身分証を呈示するだけで、相互に図書館利用が可能
となる相互利用協定を締結しました。サービス内容は「館
内閲覧」と「文献複写」で、11月1日から開始しました。
　協定発効後、さっそく日本女子大学から本学図書館を訪
ねて見える利用者が多く、また本学からも図書館ボランテ
ィアが「日本女子大学図書館の魅力発見」というテーマで
取材をさせていただきました。今後も、様々な形で交流を
深めてまいりたいと考えております。
　利用できるサービスについて、興味をお持ちの方は新
座図書館もしくは茗荷谷図書館カウンターでお尋ねくださ
い。

新学部設置委員会

左 ： 調印式の写真
日本女子大学図書館長 島崎恒蔵
先生と本学図書館長 曽田修司先生

右 ： ボランティアによる
日本女子大学図書館取材

新学部「観光コミュニティ学部」設置構想

日本女子大との図書館相互利用協定締結

　平成25年10月30日（水）から11月11日（月）まで、跡見
学園女子大学新座図書館展示室において、「第5回百人一
首・跡見花蹊関係新収資料展」が開催されました。
　図書館では、「特別資料」として「百人一首」と「跡見花蹊
関係」資料を特に力をいれて蒐集しています。新たに蒐集
した資料をいち早く利用者の皆様にご覧いただこうと半年
に一度のペースで「新収資料」展示会を開催しております。
第5回目の今回は平成25年度春学期に蒐集した資料を中
心に、百人一首関係は17点、跡見花蹊関係は7点を展示い
たしました。
　特に今回の展示で注目されるのは、20歳台の跡見花蹊
先生の書、跡見花蹊書幅「河海不擇細流」で、若さあふれる
筆致はその後の花蹊先生とは違った魅力にあふれていま
す。また、新収蔵の跡見玉枝画の内裏雛と並べて、所蔵資
料から跡見花蹊画の内裏雛を参考展示いたしました。比較
の妙を楽しんでいただけたものと思います。ちょうど紫祭
の期間の展示だけに、多くの来場者の方々にご覧いただく
ことができました。

第5回新収資料展
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◉学部  新1年生対象
4月 2日（水） 一人暮らしのガイダンス

学生寮オリエンテーション（入寮者のみ対象）
 3日（木） 入学式・新入生説明会

（午前 ： 文学部、午後 ： マネジメント学部）
 4日（金）〈マネジメント学部のみ〉

健康診断・進路ガイダンス・学生生活ガイダンス・学科ガイダンス・
履修ガイダンス・個別面談

 5日（土）〈文学部のみ〉
健康診断・進路ガイダンス・学生生活ガイダンス・履修ガイダンス・
学科ガイダンス・グループミーティング・資格課程ガイダンス

〈マネジメント学部のみ〉
ATOMIアカデミア（～4/6）

〈外国人留学生のみ〉
外国人留学生オリエンテーション

 7日（月）〈文学部のみ〉
個別面談

◉学部  新2年生対象
4月 4日（金）〈マネジメント学部のみ〉

進路ガイダンス・学生生活ガイダンス・学部ガイダンス・
学科ガイダンス・履修ガイダンス・個別面談・健康診断

 5日（土）〈文学部のみ〉
進路ガイダンス・学生生活ガイダンス・履修ガイダンス・
学科ガイダンス・グループミーティング・個別面談・健康診断

◉学部  新3年生対象
4月 2日（水）〈文学部のみ〉

健康診断・進路ガイダンス・学生生活ガイダンス・履修ガイダンス・
学科ガイダンス・グループミーティング・個別面談

 3日（木）〈編入生のみ〉（午前 ： 文学部、午後 ： マネジメント学部）
入学式・編入生説明会・学科ガイダンス・単位認定のための面接

 7日（月）〈マネジメント学部のみ〉
健康診断・進路ガイダンス・学生生活ガイダンス・
学部プログラム・学科ガイダンス・履修ガイダンス・個別面談

◉学部  新4年生対象
4月 2日（水）〈文学部のみ〉

キャリアセミナー・学生生活ガイダンス・履修ガイダンス・
学科ガイダンス・グループミーティング・個別面談・健康診断

 7日（月）〈マネジメント学部のみ〉
キャリアセミナー・学生生活ガイダンス・学部プログラム・
学科ガイダンス・履修ガイダンス・個別面談・健康診断

◉大学院生対象
4月 3日（木）〈両研究科新1年生のみ（新座キャンパス）〉

入学式・専攻説明会
（午前 ： 人文科学研究科、午後 ： マネジメント研究科）

 5日（土）〈人文科学研究科のみ（新座キャンパス）〉
健康診断・履修ガイダンス・専攻ガイダンス

 7日（月）〈マネジメント研究科のみ（文京キャンパス）〉
健康診断・履修ガイダンス・専攻ガイダンス

写真は花蹊画「桜の下
絵」の一部である。和紙
を何枚か継ぎ接ぎした
ものに描かれており、軸
仕立てになっている。下
絵なので落款はない。
法量は208×74という
大きさだが、花と葉の
筆致の繊細さをご覧い
ただきたく、幹から枝垂
れた枝部分を拡大しご
紹介する。近く展示で改
めて紹介したい。

　今年で9回目を迎える桜まつりでは、40種180本以上も
の桜※をお楽しみいただけます。当日は、学生団体による模
擬店や地元銘菓・野菜等の販売が行われる予定です。また、
図書館や資料館の見学もできます。また、3月1日～5月15
日は、桜を鑑賞していただけるよう、構内を一般開放してお
ります。
　受験生向けのオープンキャンパスでは、学食体験や模擬
授業、本学学生によるキャンパスツアーなど楽しい企画を
たくさんご用意しております。
　皆さまお誘いあわせのうえ、お気軽にお越しください。
※時期により咲いていない桜もございますのでご了承ください。

 花蹊記念資料館だより
収蔵品紹介  花蹊画  「桜の下絵」

　桜が美しく色づく季節となりました。今号では、キャン
パス別に取り組みを紹介してみました。来年度も学生
の活動を中心に、本学の取り組みについてわかりやすく
お伝えしていきます。

《 訂 正 》
　第80号10頁「第4回百人一首・跡見花蹊新収資料展
について」の5行目「夏

か
山
ざん

烟
えん

樹
じゅ

図
すい

」を「夏
か

山
ざん

烟
えん

樹
じゅ

図
ず

」に
訂正いたします。

● 編 集 後 記 ●

３
月

18日（火） 第46回学部卒業式・第8回大学院修了式
19日（水） 謝恩会
29日（土） 桜まつり（一般公開）・オープンキャンパス

４
月

3日（木） 第50回入学式
8日（火） 春学期通常授業開始

◆春の行事予定◆

桜まつり・オープンキャンパスのご案内
3月29日（土） 新座キャンパスにて開催

新年度オリエンテーション予定

◆予約不要◆

◆桜まつり◆
【開催時間】

10 ： 30～14 ： 30

◆オープンキャンパス◆
【開催時間】

10 ： 30～15 ： 30

（跡見花蹊記念資料館蔵）

●履修申請●
●Web履修登録申請期間

1次 〈2・3年生〉4月8日（火）、9日（水）
 〈1・4年生〉4月10日（木）、11日（金）
2次 〈全学年〉4月15日（火）、16日（水）

●履修登録状況（抽選結果）
発表 4月15日（火）、18日（金）

●履修登録訂正手続期間　4月18日（金）、19日（土）


